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鹿児島県立図書館鹿児島県立図書館の“今（ナウ）”をお知らせし，図書館と利用者を結ぶ情報紙です。

ＮＨＫ大河ドラマで注目の「西郷どん」。奄美での生活ぶりがドラマでも放映されたところで

す。そこで，当館館長の原口泉が， と題して，講演会を行います。多数の御参「奄美の西郷どん」

加をお待ちしております。

日 時： 平成３０年７月１４日（土）

１３：３０～１５：２５（受付１３：００～）

会 場： 鹿児島県立図書館１階大研修室

申込方法： 申込用紙（案内チラシ裏面）に記入の上，直接，県立

図書館カウンターに提出するか，ＦＡＸ送信，又は電話で

お申し込みください。案内チラシは，県立図書館ＨＰにも

掲載してあります。

申込期間： 平成３０年６月１４日(木)から定員に達するまで

定 員： １８０人（定員になり次第締め切ります）

問合せ先： 県立図書館資料課 TEL 099-224-9515

【館長講演会案内チラシ】FAX 099-224-5824

※ 駐車場に限りがありますので， 公共交通機関を御利用ください。

鹿児島県と岐阜県は，昭和46年７月に姉妹県盟約を結びました。江戸時代中期の宝暦年間，木

曽三川の治水工事を完成させた薩摩義士の偉業をたたえ，その絆として友好・親善関係を築いてい

ます。両県では現在も様々な事業で交流を深めています。

鹿児島県立図書館では，６月のミニ展示で「岐阜県との交流」展と題して，岐阜県の郷土作家を

パネルで紹介しています。併せて,「宝暦治水工事」や当時総奉行だった「平田靱負」,「薩摩義

士」についての関連図書も展示しています。『薩摩義士』（鹿児島県育英財団/発行）は,青少年向

け読み物として治水工事の様子や関わった人々の悲しみや喜びを知ることができます。また,『孤

愁の岸』（杉本苑子/著 講談社）は,武士道精神を貫いた平田靱負の生涯を描いた小説です。エピ

ソードのいくつかは創作であるようですが,細かな描写は当時の難工事を想像することができま

す。ミニ展示コーナーや郷土資料コーナーで是非御覧ください。

《一般書》６月１５日（金） 《児童書》６月２３日（土）

○『あかちゃん新社長がやってきた』マーラ・フレイジー/作

もとしたいづみ/訳 講談社

○『ドクター・ヨッシーのほねほねザウルス恐竜博物館１』

福井県立恐竜博物館/監修 岩崎書店

○『タツノオトシゴ図鑑』サラ･ローリー/著 丸善出版

○『太陽の塔』平野暁臣/編著 小学館クリエイティブ

○『美術館へ行こう』伊藤まさこ/著 新潮社

○『明日への一歩』津村節子/著 河出書房新社

○『きげんのいいリス』トーン･テレヘン/著 新潮社

○『世界を変えた100人の女の子の物語』エレナ・ファヴ

ィッリ/著 河出書房新社

○『西郷どん！まるごと絵本』東川隆太郎/著 燦燦舎

○『ジャングルのサバイバル８』洪在徹/文 李泰虎/絵 朝

日新聞出版
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６月23日(土)～７月21日(土)○ 児童文化室ミニ展示

「『つくる』って楽しいね」

折り紙や工作・調理など，「つくる」ための本を紹

介します。

○ 児童文化室【夏休みＷ展示】

６月23日(土)～８月31日(金)

「自由研究やってみよう！」

毎年恒例，自由研究に役立つ本を紹介します。

７月１日（日)～７月31日(火)○ 一般閲覧室ミニ展示

「奄美の魅力を再発見」

奄美大島，徳之島等の離島の自然や伝統文化につい

て紹介し，魅力を再発見できる展示とします。また，

他の地域の自然や伝統文化に関連する図書も紹介します。

６月15日(金)～６月29日(金)○ 作品展

「西日本読書感想画コンクール入賞作品展」

九州・山口各県の児童生徒の作品を紹介します。

099-224-9514問合せ先：奉仕課企画指導係 ℡

県立図書館に届いた

図書館カレンダー

○ 開 館 時 間 火 曜 日 ～ 土 曜 日：９時～21時＊ヒント＊

※ 児童文化室は19時までしっぽがふさふさしているよ
日曜日・祝日（ ）: ９時～17時

休館日。は，

は，おはなしのじかん（毎週水曜日 15時30分～16時）。★

は，土曜版おはなしのじかん（第３土曜日 14時～）。◆

は，一般閲覧室新着図書の日（６月15日,６月29日,７月15日【予

定】）。

は，児童文化室新着図書の日（６月23日）。

「にじいろのほん」の１冊

「おだんごぱん」からのクイズです。

ころころころがって，たべられないよう
に，にげてきたおだんごぱん。
さいごにであったどうぶつは
なんだったかな？

①くま ②おおかみ ③きつね

答え，自分の名前，利用者カード番号を書いて，児童文化
こた じ ぶん な まえ り ようしや ばんごう か じ どうぶん か

室にある箱に，７月14日（土）までに入れてください。正
しつ はこ がつ にち ど い せい

解者のなかから抽選で２０人にしおりなどのプレゼントを
かいしや ちゆうせん にん

差し上げます。
さ あ

前回の答えは「 」でした。たくさんの②さる・いぬ・きじ
ぜんかい こた

御応募ありがとうございました。
ご おう ぼ

今回，紹介していただいた宝本は，ひめゆり平和祈念資料館／文 三田圭

介／絵の『ひめゆり』（沖縄県女師・一高女ひめゆり平和祈念財団）です。

わがやの宝本は『ひめゆり』です。悲しい戦争の実話ですが，沖縄の女

学生（ひめゆり学徒）が負傷した兵士の世話をする「看護要員」として動

員され，戦争を体験して平和の大切さを痛感した方々の願いでつくられた

本です。家族でこの本を読んだとき，思わず涙しました。平和な時代に生

まれたこと，元気で日々過ごせることに感謝したくなる本です。

先日，県立博物館へ行ってみた。昭和２年の建

築である。昭和54年までこの建物が県立図書館だ

った。

建物のどこかに，以前ここが図書館だったと分

かるような面影がわずかでも残っていないだろう

かと思うが，残念ながら，ここでの図書館を利用

したことがなかったので想像するしかない。カウ

ンターのあった場所はここだろうか？ この奥が

書庫だろうか･･･。

現在地に移転してから40年近くがたつが，旧館

から引き継いだ資料はもちろん今も利用されてい

る。資料を検索するための目録等の整備にして

も，以前はコンピュータもなく，地道な作業であ

ったことだろう。旧館の頃の図書館に思いをは

せ，先輩職員の努力の積み重ねの上に今の図書館

があることを感じたひとときだった。


